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令和８年 第１回串本町議会定例会 
  



通告順 1 

通告者 仲江 孝丸 
 

 

 

通告順 2 

通告者 太田 徹 

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 質問の相手 

1 防災コーディネーターについて 

(1) 業務配置について 

(2) 恒常（平時）の業務内容等について 

(3) 災害時における業務（活動等）について 

町 長 

2 中学校部活動の地域クラブへの移行における現在の状況につ

いて 

(1) 県等の通知に対する現在の対策等について 

(2) 地域クラブが各種大会に参加している状況及び対応につ

いて 

教 育 長 

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 質問の相手 

1 ジオパークの再認定及び世界ジオ国内推薦に関して 

(1) 串本町として何をなすべきか。何ができるのか。 

(2) 捕鯨問題に関してやるべき事は。 

町 長 

教 育 長 

2 串本町の観光振興 

(1) 観光の現状認識 

(2) 改善及び強化すべき点 

町 長 
3 行政広域化の問題点 

(1) 後期高齢者医療広域連合の問題点 

(2) 国保の全県統一料金化の動きと問題点 

4 戦争を止めるために 

(1) 世界中で戦争が広がっている。串本町として戦争を止め

るためにできることはないのか。 

(2) 過去の戦争体験談を整理して、活用すべきではないか。 

町 長 

教 育 長 



3 水道水の水質管理について 

(1) 令和 8 年 4 月 1 日より、改定される水道水の水質基準に

ついて 

(2) 健康被害の恐れのある鉛製給水管について 

町 長 

4 観光資源の保護及び活用について 

(1) 町内に存在する景勝地等における安全防護柵及び樹木

等々について 

(2) 観光バスの通行障害等について 

5 空き家バンクの活用状況について 

(1) 県外の移住希望者に対する対応について 

(2) 空き家バンク制度及び活用の実績について 

6 漁港の管理状況について 

(1) 漁港内の施設管理について 

(2) 漁港内の安全管理について 

(3) 阿野木の浜及び樫野漁港の法面崩壊における処置状況に

ついて 

 

 

通告順 3 

通告者 北地 稔 

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 質問の相手 

1 食育への取組について 

(1) 給食センター視察後、学校給食を試食して 

(2) 地産地消への取組及び、地元食文化の継承について 

町 長 

 

教 育 長 

2 串本町健康増進計画「いきいきくしもとプラン２１」につい

て 

(1) 生活習慣病・減塩指導への取組について 

(2) 町民の健康対策、保健指導等の取組について 

町 長 

3 労働安全衛生法に基づく町職員の職場環境及び衛生管理につ

いて 

(1) 串本町リサイクルセンターの作業環境について 

(2) 労働安全衛生法に基づく町役場及びくしもと町立病院の

衛生管理について 

町 長 

 

病院事業

管 理 者 

 



通告順 4 

通告者 立野 仁徳 

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 質問の相手 

1 行政に対する住民満足度について 

・串本町行政に対する住民満足度をどのように捉えているか

所感を伺う。 

町 長 

2 町内各区の運営について 

・12 月議会での質問に対し、具体的な検討を行っていただい

ているか、進捗を伺う。 

① 世帯数の減っている区に対する補助増額を目的とした要

件の再設定 

3 農業政策について 

・12 月議会での質問に対し、具体的な検討を行っていただい

ているか、進捗を伺う。 

① 休耕農地活用補助金の補助要件修正 

② 獣害柵補助等、古座川町との地域連携 

③ 受入協議会 

④ 農業（水稲）担い手支援 

4 有事を想定した本町の自立能力について 

・世界情勢が極めて不安定な昨今、最終的な住民不安への対

応、生存権の保障の為には、最低１ヶ月以上の期間は自治

体に住民を養える能力が必要であるとの見方があるが 

① 現状の備蓄品で想定している対応期間は。 

② 第一次産業の維持・拡大と、本町の自立能力としての米

の増産、有事を想定した防災備蓄（ローリングストッ

ク）の必要性について所感を伺う。 

5 町民の危機管理について 

・12 月議会での質問に対し、具体的な検討を行っていただい

ているか、進捗を伺う。 

① 多角化する詐欺・誘拐手口への啓発・対処講習について 町 長 

 

教 育 長 6 学校給食について 

・学校給食オーガニック化への提案について、行政当局・教

育委員会の姿勢を伺う。 

 



7 これからの学校教育について 

・デジタルデバイスの教育利用について、世界では“デジタ

ル化”から“紙への回帰”が先進事例となる中、若年層へ

与えるデジタルデバイスの悪影響について本町教育委員会

がどのような所感を持ち、今後どのような方針を執るつも

りか、町の教育指針について伺う。 

町 長 

 

教 育 長 

 

 

通告順 5 

通告者 水口 崇 

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 質問の相手 

1 電子投票導入 

(1) 異議申し立て回避 

(2) スムーズな選挙事務 

(3) 投票率の向上 

町 長 

2 観光政策 

(1) インバウンド対応（交通体系・キャッシュレス） 

(2) ロケット観光（打ち上げ予定の早期公表） 

3 ロケット産業 

(1) 早期の商業ベース化と過当競争からの生き残りの為の串

本町の役割 

(2) ロケット関連工場の誘致合戦 

4 子育て政策 

(1) 保護者と協力した教育現場作り（正しい情報提供と問題

意識の共有・子供への手当の使途・教育現場の安全確

保） 

(2) ゆとり教育からの脱却（生きる力を付ける） 

(3) 高校の存続の為、子供達に魅力のある学び舎作り（地域

協議会・くろしお塾・宇宙探究コース） 

町 長 

 

教 育 長 

5 ふるさと納税 

(1) クラウドファンディング型ふるさと納税 

(2) 返礼品なしでの事業参加 

町 長 

 

 

 



通告順 6 

通告者 角 將範 

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 質問の相手 

1 串本町矢の熊区の危険な細田地域のＪＲの踏切について 

・政治の基本である、町民の命と安全を守る観点から、串本

町矢の熊区の細田のＪＲの踏切の改修についてお尋ねしま

す。 

いつ大きな鉄道事故が起こっても不思議でない、細田地域

の踏切が、田嶋町政の前から、また、田嶋町政になってか

らも、数十年の間放置されています。 

昨年、担当課長がＪＲに交渉に行きましたが、相手にされ

ずに帰ってきています。町長には数十年の間に何回か、町

民からの改修の要望があったと思いますが、どういう対応

をしてきたのでしょうか。 

また、今後どういう行動、対処をしていくのかお尋ねしま

す。 

町 長 

2 我町の経済対策（雇用対策）について 

・先月の 12 月議会で、このことについてお尋ねしましたが、

私の質問がよく理解されていなかったようなので、再度お

尋ねします。 

人間は働く場所のある地域に自然と集まるのが、歴史が証

明しています。昔、私が厚生の委員長をした時に、日本一

の保育施策をしていた、東京都江戸川区を視察したことが

ありました。年間 3万～3万 5千人の子育て世代が他の区か

ら移住していることに非常に感銘を受けたことを覚えてい

ます。 

若者が集まることによって、子供が生まれ、町が活性しま

す。現在でも若者が集まる共通の条件があります。 

① 働く場所があること 

② 子育てしやすい環境があること 

このことは、人口が増えている町の共通した条件だそうで

す。我町は、これとは真逆の道をたどっています。これら

のことに真剣に長いこと取り組んでこなかった田嶋町政の

政治責任は非常に大きいと考えます。 

今後、我町の雇用対策について、具合的にどういう考えを

持っているのかお尋ねします。 

町 長 



3 串本町全体の閉校している学校（小・中）の利用と解体につ

いて 

(1) 現在、令和 8 年 3 月時点で閉校している小・中学校は何

校あるのか。 

(2) 町内の廃校の全部の解体費用の積算が出ていれば教えて

下さい。また、壊す優先順位の計画があれば教えて下さ

い。 

町 長 

4 小・中学校の学校統合について、我町も早急に学区制を外し

てはどうか 

・学区制を外すことによって、学校の選択は保護者が選べる

こととなり、統合がしやすくなると考えるところですが、

考えをお伺いします。 

教 育 長 

 

 

通告順 7 

通告者 吉村 聡一郎 

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 質問の相手 

1 地域協議会について 

・2026 年度県立高校入試の一般出願で、串本古座高等学校

は、入学者枠 111名に対し、出願 48名、倍率 43％という現

状をふまえて 

① 協議会として更に協力できることは 

② 具体案はあるか（くろしお塾の充実、拡大、募集活動補

助金など） 

町 長 

 

教 育 長 

2 公務員の職場環境について 

(1) 過去 3年の定年退職以外の自己都合退職者の人数と理由 

(2) 過去 3年の休職者の人数と理由 

(3) 過剰なハラスメント意識に対して懸念があるが現状は 

(4) 担当不在、離席、庁外での振舞い、公用車の運転態度な

ど、公務員として規範を示しているか 

(5) 休暇を取りづらい、意見しづらい等、風通しの悪い職場

環境になっていないか 

(6) 本庁、消防、こども園、町立病院など任用職員を含めた

全職員にアンケートを実施して、諸問題、意見を浮き彫り

にしてはどうか 

町 長 



3 町の救急医療について 

・県立医大が救急医療分野で新宮医療センターと遠隔ＩＣＵ

運用を開始したことについて 

① くしもと町立病院としてのメリットは 

② 町の救急医療の向上に寄与するのか 

③ 消防本部も救急患者の転送、移送がし易くなるのか 

町 長 

 

病院事業

管 理 者 

4 ロケット発射に際して 

・カイロスの発射に際し、3回目の打上げ実績と、今回延期が

3回あったことをふまえて 

① 準備した中で想定通りであったこと、不足したことな

ど、一旦総括を聴きたい 

② 来場者、来町者をロケット発射失敗、延期、成功に関わ

らず町内を回遊させ、経済効果を産出する手立てが必要

だと考えますが、町の考えは（参考：Sora-Miru のタオ

ルプレゼントなど） 

町 長 

 

 

通告順 8 

通告者 沼谷 美次 

質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 質問の相手 

1 児童・生徒の不登校問題 

・出席日数の取扱い等について 

教 育 長 2 小・中学校におけるいじめの問題 

(1) スマートフォンの使用について 

(2) 学習用のタブレットの取扱いについて 

(3) いじめに対する教職員の共有について 

3 災害への対応 

・避難場所、避難地、広場への災害対策用のマンホールトイ

レの設置を 
町 長 

4 ロケット事業関連企業対応 

(1) 進出企業に対する有効な土地は 

(2) 造成に値する山林等は 

 

 


